
　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

路
並
び
に
其
地
理
的
要
因
を
説
き
，
現
況
を
詳
細
に
論
叢
し
て
み

る
。
「
霜
野
考
」
（
新
村
畠
博
士
〉
礁
耳
に
封
ず
る
支
那
古
來
の
諸

詮
、
語
原
的
解
繹
、
娘
野
馳
の
色
及
び
其
用
途
、
並
び
に
鰍
米
の

東
洋
學
者
が
瑛
耳
に
下
せ
る
諸
種
の
課
語
に
就
い
て
考
期
し
た
も

の
。
「
港
市
ミ
し
て
の
坂
本
」
（
中
村
直
勝
）
瀬
戸
内
海
、
淀
川
、
琵

琶
湖
を
結
ぶ
水
系
の
三
三
文
化
四
達
上
に
及
ぼ
せ
る
重
大
な
る
意

義
ε
坂
本
ミ
の
關
係
、
軍
安
末
期
・
鎌
倉
初
期
の
陶
所
の
設
定
に

件
ふ
閣
銭
の
徴
牧
ミ
之
を
避
け
る
方
便
ミ
し
て
坂
本
港
の
繁
榮
、

延
暦
寺
ミ
坂
本
こ
の
蘭
係
、
儒
長
の
鐵
現
に
依
り
坂
本
な
港
市
よ

り
城
下
町
へ
携
貸
せ
ん
ご
し
た
こ
ミ
等
に
就
い
て
論
じ
て
み
る
9

「
陽
明
蒸
し
（
高
瀬
武
次
郎
博
士
）
一
陽
朔
の
詩
の
解
単
一
「
賀
魏
公
年

譜
」
（
内
藤
魔
次
郎
騒
士
）
買
魏
公
の
年
譜
を
作
製
し
九
も
の
。
「
ペ

ト
ル
ス
・
ア
ピ
ァ
ヌ
ス
の
『
コ
ス
モ
グ
ラ
フ
イ
ァ
』
最
初
の
諸
版
に

つ
い
て
」
（
小
欝
二
二
）
ペ
ト
ル
ス
。
ア
ピ
ア
ヌ
ス
の
略
傳
ε
學
…
間
卜
…

の
位
置
、
署
査
，
イ
サ
ー
ゴ
ー
グ
矯
デ
ェ
汐
ラ
ー
テ
ィ
オ
し
の
三
明

・
ζ
ヅ
フ
ー
ト
版
の
「
・
ス
夢
ラ
ラ
そ
ア
」
初
版
（
一
五
二
四
年
）

に
証
す
る
地
名
，
地
醒
覚
の
詳
細
な
る
記
載
、
右
の
異
本
三
種
、

次
い
で
出
版
さ
れ
た
諸
種
の
マ
ン
事
ヲ
ー
プ
版
其
他
に
就
い
て
の

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
　
第
戸
幣
聯
　
　
、
一
五
二

比
較
考
謹
で
あ
る
。
「
成
州
地
方
聚
落
の
人
口
地
理
約
考
察
」
h
石

橋
五
郎
博
士
）
行
政
腿
刷
藍
鼠
察
、
自
然
逡
境
の
影
響
、
入
文
事

象
．
、
・
の
鍬
慮
に
就
い
て
論
じ
、
過
去
に
於
て
は
此
地
方
は
人
文
的

影
響
が
聚
落
の
人
口
構
成
上
に
重
大
で
窃
う
た
が
、
稟
議
で
は
寧

ろ
慮
然
的
影
響
に
困
り
其
多
少
が
決
定
さ
る
こ
ミ
を
幾
多
の
例
を

引
き
説
明
し
て
み
る
。

　
以
上
二
十
六
篇
、
限
ら
れ
た
る
紙
鳶
、
吾
人
の
淺
立
泳
才
、
以

て
充
分
な
る
紹
介
を
試
み
る
こ
ミ
の
黒
雲
ぬ
は
甚
だ
遣
憾
ミ
す
る

所
で
あ
る
が
、
何
れ
も
斯
界
の
稜
威
が
小
川
博
士
の
徳
業
を
慕
ひ

欝
せ
ら
れ
弛
る
金
玉
の
名
篇
、
本
書
の
刊
行
は
學
界
を
漉
す
る
こ

ξ
頗
る
甚
大
な
る
を
確
信
し
，
敢
て
世
の
畢
徒
、
讃
書
子
に
薦

も
る
所
以
の
も
の
で
あ
る
。
（
京
都
弘
文
血
膿
行
、
債
聾
唖
）
〔
太

田
〕
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
㍗
、
．
目
～
、
・
」

　
　
働
満
濃
地
理
歴
青
研
究
報
告
第
十
二
、

　
大
正
十
五
年
九
月
第
十
惣
門
を
掲
し
て
よ
わ
以
來
久
し
く
刊
行

を
見
な
か
つ
光
が
介
馬
出
に
東
宮
二
冊
に
接
す
る
を
得
た
。
牧
む

る
所
四
篇
、
其
一
「
曹
魏
の
東
方
経
略
」
（
池
内
宏
氏
）
は
幽
幽
刺
史

母
丘
倹
の
名
に
依
っ
て
名
高
い
魏
の
高
句
麗
征
伐
の
帝
王
ミ
其
征

（ユ52）



伐
に
開
黙
し
て
か
う
い
ふ
大
規
模
の
経
略
の
行
は
れ
た
こ
ミ
玉
を

閾
明
す
み
も
の
で
、
・
更
に
第
こ
圃
の
戦
役
に
於
け
る
着
順
の
行
動

管
弦
帯
方
響
太
守
の
磯
経
略
、
描
婁
及
び
塑
像
に
封
ず
る
王
頒
の

違
征
に
及
び
両
三
國
以
前
殆
ん
，
ご
全
く
不
明
で
あ
っ
た
満
洲
方
面

機
子
を
今
購
龍
志
の
記
事
か
ら
窺
ひ
得
る
黙
に
煮
て
意
義
深
ぎ
此

遠
征
を
ε
い
て
蝕
す
難
な
く
、
附
録
ミ
し
て
載
せ
ら
れ
た
「
母
髭
倹

の
高
句
麗
征
伐
に
喫
す
る
三
國
史
記
の
記
事
」
は
此
征
伐
の
年
代

に
當
る
麗
紀
東
川
王
時
代
の
記
事
が
史
．
的
償
値
に
乏
し
き
事
を
明

に
し
宋
尾
の
庶
母
「
母
丘
倹
紀
功
墨
磨
拓
本
」
は
藤
岡
｝
、
曹
龍
の
東

方
纒
略
古
志
略
圖
」
「
通
化
、
懐
仁
、
通
陰
地
方
略
圖
」
・
こ
共
に
理

解
を
助
け
、
其
こ
「
高
句
麗
滅
亡
後
の
怨
讐
の
叛
齪
及
び
庸
噛
こ
新

羅
ε
の
團
係
」
（
同
氏
）
は
唐
側
並
に
新
羅
側
の
史
籍
の
記
載
を
槍

討
批
判
し
つ
Σ
、
新
羅
が
麗
濟
南
國
滅
亡
後
鉗
煮
凝
の
反
翫
及
び

其
餓
蕪
の
胤
を
醤
便
し
て
唐
の
勢
力
を
牛
島
よ
り
騙
蓬
す
る
に
力

め
麿
の
領
有
す
る
百
濟
の
故
地
を
略
取
し
其
遠
島
領
有
の
念
を
断

た
し
め
安
東
都
護
府
を
移
噛
せ
し
む
み
に
至
っ
た
経
緯
を
考
察
し

た
も
の
、
次
の
「
兀
良
恰
三
密
に
具
す
る
研
究
」
（
一
）
（
和
田
清
氏
）

華
や
か
な
元
代
を
過
ぎ
た
後
、
清
氏
以
後
の
雌
伏
期
に
入
る
薗
の

　
　
　
　
紹
」
　
　
介
．

明
代
蒙
古
が
未
だ
末
研
究
の
妖
態
に
あ
り
殊
に
其
東
部
興
安
上
東

の
地
は
昔
よ
り
特
殊
地
域
ミ
し
て
重
要
覗
さ
れ
た
所
で
、
明
は
こ

N
に
有
名
な
泰
寧
、
編
蝕
、
朶
顔
の
三
外
衛
、
即
ち
所
謂
7
5
良
恰
三

碧
を
置
ぎ
、
此
地
の
制
駁
は
明
，
蒙
古
爾
民
族
競
璽
の
目
途
こ
な

り
殆
ん
さ
零
時
の
南
北
通
雲
の
大
勢
を
も
支
配
し
た
鮎
か
ら
見
て
．

重
要
な
意
味
を
有
す
る
。
老
く
」
し
て
歴
史
地
理
的
の
研
究
で
先
づ

三
業
の
四
局
を
明
に
し
初
期
に
於
け
る
明
嚇
こ
の
七
輪
に
及
び
特
に

西
隣
蒙
古
ざ
の
閥
係
を
詳
蓮
さ
れ
て
居
る
。

　
最
後
の
「
前
漢
の
馬
指
ざ
陰
陽
説
」
（
津
田
）
は
溝
代
に
入
っ
て
其

面
目
を
改
め
た
儒
教
ミ
陰
陽
設
ミ
の
抱
合
が
如
何
に
し
て
又
如
何
．

な
る
駄
態
に
於
て
行
は
れ
レ
そ
れ
が
儒
教
に
如
何
な
る
憂
化
を
與

へ
欝
欝
に
如
何
な
る
新
形
態
を
・
こ
ら
し
め
た
か
に
封
ず
る
考
察
で

此
結
合
が
思
想
ミ
し
て
如
、
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
を
尋
ね
更
に

そ
れ
が
極
端
に
お
し
進
め
ら
れ
た
前
漢
末
期
の
時
勢
・
こ
の
關
係
に

及
ん
で
る
。
（
昭
和
五
年
八
月
、
東
京
帝
國
大
鷲
文
墨
部
、
岩
波
書

店
獲
榊
買
、
菊
一
取
、
山
門
ニ
○
頁
，
〃
償
五
・
五
〇
）

【
正
談
】
　
晶
棚
雲
紹
介
鋼
捌
中
（
山
ハ
♪
U
五
頁
下
段
一
　
一
行
）
誤
一
び
O
答
頃
簿
西
霞
ρ
O
犀
ミ

　
あ
る
に
》
ま
。
需
国
碧
島
の
談
に
つ
き
訂
正
す
。
右
に
全
く
編
看
の
不
注

意
に
よ
る
も
の
、
記
し
て
筆
看
丼
に
談
者
に
深
謝
す
。

　
　
　
　
　
　
　
餓
躍
十
山
ハ
巻
　
　
第
一
號
　
　
　
一
五
三
」

（153）


